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9月定例会 

　９月定例会は９月５日に招集され、26日ま
での22日間の会期で開きました。今定例会で
は報告２件、令和６年度福崎町一般会計歳入歳
出決算認定についてなどの議案17件が提出され、
慎重に審議を行いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり可決・認定しました。
　一般質問は９月24日、25日に行われ、11議
員が町政全般にわたり質問しました。

第520回定例会 令和6年度 決算を認定 令和6年度 決算を認定 令和6年度 決算を認定 令和6年度 決算を認定 

全員賛成で可決・認定した議案等 
概　要 議　案　名 概　要 議　案　名 

一般会計補正予算（第２号） 4150万円増額（総額114億3680万円）

令和６年度水道事業剰余金処分 未処分利益剰余金のうち4107万5182円を処分
令和６年度下水道事業剰余金処分 未処分利益剰余金のうち1196万6238円を処分

第36期株式会社もちむぎ食品センター決算報告 令和6年4月1日から令和7年3月31日までの決算内容を報告

工事請負契約（中播消防署本署建替事業造成工事） 呉島建設株式会社と9015万6000円で工事請負契約を締結

令和６年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく報告

介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 1490万円増額（総額18億8960万円）

一般会計歳入歳出決算 歳入総額　104億1801万5264円
歳出総額　102億2768万4441円

後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 歳入総額　３億5232万3826円
歳出総額　３億4390万7697円

介護保険事業特別会計歳入歳出決算 歳入総額　19億222万4346円
歳出総額　18億8086万5597円

工業用水道事業会計決算 当年度純利益　156万8004円
当年度未処分利益剰余金　6513万8989円

令和6年度 
決算認定 

令和7年度 
補正予算 

条　例 

職員の育児休業等に関する条例を改正
現行の１日に２時間の範囲内で取得できる制度に、
１年に10日相当時間数の範囲内で１日あたりの上限
時間数なく育児時間を取得できる制度を追加

福崎町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例を
改正

地方自治法の改正に基づき、関係する条例の引用条
項の整理を行う

水道事業給水条例を改正 災害等の非常時に、他の水道事業者が指定した給水
装置工事事業者による給水装置工事を可能とする

下水道条例を改正 災害等の非常時に、他の市町村長等の指定を受けた
工事店による排水設備の新設等の工事を可能とする

その他 

報　告 

超過勤務の免除の対象となる職員の範囲の拡大、仕
事と介護の両立支援に関する早期の情報提供と職場
環境の整備等の支援を行う。また、仕事と育児の両
立支援に関する周知や意向に配慮し、柔軟な働き方
を選択できるよう支援を行う

職員の勤務時間、休暇等に関する条例を改正

賛否の分かれた議案等 

※竹本議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。

１４ 

賛成 反対 

１ １２ 

議 案 名 

賛否 
城
谷
英
之
 

１３ 
竹
本
繁
夫
 

１２ 
小
林
　
博
 

１１ 
北
山
智
恵
 

１０ 
前
川
裕
量
 

９ 
植
岡
茂
和
 

８ ７ ６ 
牛
尾
雅
一
 

牛
尾
成
利
 

５ 
住
谷
庸
子
 

田
中
康
智
 

４ 
　
高
平
記
 

３ 
大
住
文
子
 

２ 
中
田
貴
子
 

１ 

○ ○ 

○ ● 

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定
概要：歳入総額18億2015万3807円、歳出総額
17億8627万2903円

１ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
水道事業会計決算認定
概要：当年度純利益699万3281円
当年度未処分利益剰余金１億7826万974円

１ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
下水道事業会計決算認定
概要：当年度純利益4567万9471円
当年度未処分利益剰余金5620万5418円

三
輪
一
朝
 

令和6年度 
決算認定 



9月定例会 

3 ふくさき議会だより　第176号 

令和6年度 一般会計・特別会計決算状況 

令和6年度 公営企業会計決算状況 

※繰越明許費…年度内に支出が終わらない見込みのあるものについて翌年度に繰り越して使用することができる経費。

項　目 
 

会　計 

一 般 会 計  

国民健康保険  

後期高齢者医療 

介 護 保 険  

計 

 

 
  歳入（Ａ） 

10,418,015,264 

1,820,153,807 

352,323,826 

1,902,224,346 

14,492,717,243

 

 
  歳出（Ｂ） 

10,227,684,441 

1,786,272,903 

343,907,697 

1,880,865,597 

14,238,730,638

 

繰越明許費繰越額 
（Ｃ） 

7,557,000 

0 

0 

0 

7,557,000

 

実質収支 
（Ａ－Ｂ－Ｃ） 

182,773,823 

33,880,904 

8,416,129 

21,358,749 

246,429,605

決 算 額 

（単位：円） 
水道事業 
380,537,927 
373,544,646 
6,993,281 
6,993,281 

130,192,511 
41,075,182 
178,260,974

工業用水道事業 
41,822,734 
40,254,730 
1,568,004 
1,568,004 
63,570,985 

0 
65,138,989

下水道事業 
991,081,989 
945,402,518 
45,679,471 
45,679,471 
10,525,947 

0 
56,205,418

 
事業収益 
事業費用 
　経常利益 
　当年度純利益 
　前年度繰越利益剰余金 
　その他未処分利益剰余金変動額 
　当年度未処分利益剰余金 

（単位：円） 

歳 入（前年度比） 

令和6年度 一般会計決算の特徴 

町　税 
　税収は32億7220万2409円で、定額減税による
個人住民税の減や地価の下落、家屋の評価替え
などによる固定資産税の減により、前年度比700

7万1444円の減収となりました。

地方交付税等 
　地方交付税は、普通交付税が17億1481万6000

円で、交付税の財源不足分を補填する臨時財政
対策債は2800万円となりました。その結果、普
通交付税及び臨時財政対策債合わせて１億3783

万5000円の収入増となりました。また、特別交
付税は１億9344万5000円が交付されました。

歳 出（主な支出） 

八反田水管橋耐震補強工事 
1億7533万3400円 

全小中学校の特別教室等空調設備 
設置工事 及び 照明LED化工事 
1億4947万9000円 

道路新設改良事業 
（福崎駅田原線・千束新町線・大貫山田線） 

用地買収 及び 物件移転補償 
3億4540万3576円 

　令和６年度決算は財政調整基金を２億9000万円取り崩したことなどにより実質単年度
収支が、２億1160万3971円の赤字となり、令和４年度から３年連続で２億円以上の大幅
な赤字となっています。
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農
林
振
興
課
長 

企
画
財
政
課
長 

企
画
財
政
課
長 

町
長 

総
務
課
長 

会
計
管
理
者 

学
校
教
育
課
長 

住
民
生
活
課
長 

住
民
生
活
課
長 

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途

は
。

　
高
岡
地
区
で
森
林
整
備
を
実

施
し
た
。

　
　
躍
動
す
る
兵
庫
応
援
事
業

補
助
金
８
０
０
万
円
の
使
途
は
。

　
観
光
振
興
事
業
で
主
に
ガ
ジ

ロ
ウ
ス
ラ
イ
ダ
ー
等
に
７
５
３

万
円
、
春
日
山
整
備
で
山
頂
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
47
万
円
充
当

し
て
い
る
。

　
　
福
祉
基
金
を
取
崩
し
て
事

業
を
し
て
い
る
が
、
残
高
が
な

く
な
っ
た
と
き
は
ど
う
す
る
の

か
。

　
元
々
利
息
を
活
用
し
た
福
祉

事
業
を
し
て
い
た
が
、
利
息
が

下
が
っ
て
き
た
た
め
元
金
を
取

崩
し
て
事
業
を
続
け
て
い
る
。

元
金
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
は

一
般
財
源
を
投
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
検
討
を
し
な

が
ら
必
要
な
も
の
を
残
す
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
し
て
い
く
。

 　
　
委
託
料
が
令
和
５
年
度
に

比
べ
増
え
て
い
る
が
、
町
で
で

き
る
も
の
が
な
い
か
等
精
査
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
増
加
の
主
な
原
因
は
自
治
体

の
シ
ス
テ
ム
標
準
化
経
費
だ
が

ほ
ぼ
１
０
０
％
補
助
金
が
あ
る
。

経
常
的
な
委
託
料
に
つ
い
て
は

第
７
次
行
政
改
革
で
見
直
し
て

い
く
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係

る
研
修
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
全
員
研
修
は
実
施
し
て
い
る
。

同
一
労
働
で
あ
れ
ば
同
一
賃
金

と
い
う
考
え
方
を
意
識
し
て
い

た
だ
き
、
仕
事
の
質
を
高
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

　
　
公
有
財
産
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
実
績
は
。

　
公
用
車
３
台
と
消
防
の
積
載

車
３
台
で
、
１
３
８
万
３
２
８

０
円
の
収
入
。
落
札
額
に
対
し

て
８
％
の
手
数
料
が
か
か
っ
て

い
る
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
数
は
。
被

害
予
防
の
た
め
設
置
に
つ
い
て

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
以
外
が
設
置
し
た
も
の
を

含
め
、
現
在
86
基
。
高
額
で
あ

る
こ
と
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観

点
か
ら
慎
重
に
設
置
場
所
等
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
東
部
学
童
保
育
施
設
に
つ

い
て
、
夏
休
み
は
利
用
も
多
く

狭
い
の
で
は
。

　
東
部
の
２
部
屋
と
県
民
交
流

広
場
に
加
え
て
今
年
度
は
田
原

小
学
校
体
育
館
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
も
借
り
、
広
く
使
え

る
よ
う
措
置
を
し
た
。

　
　
不
法
投
棄
処
理
に
つ
い
て
、

場
所
等
は
。

　
自
動
車
学
校
の
北
側
駐
車
場

付
近
、
亀
坪
古
新
池
、
市
川
ゴ

ル
フ
付
近
、
亀
坪
奥
池
付
近
、

吉
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
南
側
の
５
箇

所
で
、
ご
み
の
種
類
は
仮
設
ト

イ
レ
や
冷
蔵
庫
、
タ
イ
ヤ
な
ど
。

費
用
は
６
万
９
４
１
０
円
。

　
　
春
日
山
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
の

状
況
は
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
９
月
１０
日
か
ら
９
月
１６
日
ま
で
の
4

日
間
開
催
さ
れ
、
現
地
視
察
も
含
め
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
各

会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
の
中
で
出
さ
れ
た
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 
委
員
長
　

植
岡
 

茂
和
 

副
委
員
長
 

北
山
 

智
恵
 

歳
入
歳
入
 

歳
入
 

歳
出
歳
出
 

歳
出
 

総
務
費

総
務
費
 

総
務
費
 

民
生
費

民
生
費
 

民
生
費
 

衛
生
費

衛
生
費
 

衛
生
費
 

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費
 

農
林
水
産
業
費
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

官公庁オークションに出品した旧公用車 

春日山キャンプ場バンガロー 
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現
在
３
棟
残
っ
て
い
る
が
老

朽
化
が
激
し
く
、
１
棟
は
取
り

壊
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
ク
マ
の
対
策
は
。

　
目
撃
情
報
が
あ
れ
ば
県
か
ら

ク
マ
専
用
の
檻
を
借
り
て
い
る
。

福
崎
町
は
ク
マ
の
殺
処
分
が
認

め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
近
隣
町

や
県
と
相
談
し
な
が
ら
被
害
が

出
な
い
体
制
を
と
り
た
い
。

　
令
和
７
年
度
予
算
で
ク
マ
捕

獲
檻
を
１
基
購
入
予
定
。
 

   　
　
マ
ー
ダ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
は

土
日
の
予
約
が
埋
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
１
棟
だ
け

し
か
な
く
、そ
の
費
用
対
効
果
は
。

　
長
期
間
で
計
画
し
て
い
る
コ

ン
テ
ン
ツ
の
た
め
こ
れ
か
ら
だ

が
、
開
発
費
以
上
に
福
崎
町
に

収
客
・
収
入
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
ふ
く
ふ
く
ま
る
の
利
用
が

減
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
事
業
の

継
続
性
に
つ
い
て
の
所
感
は
。

　
買
い
物
弱
者
対
策
に
貢
献
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
売
上
げ
増

に
つ
な
が
る
改
善
に
向
け
て
検

討
す
る
。

　
　
駅
前
東
側
駐
車
場
は
２
時

間
無
料
と
い
う
運
営
だ
が
、
利

用
し
て
い
な
い
人
の
税
金
が
つ

ぎ
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
。

　
駅
前
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

た
め
無
料
に
し
て
い
る
。
福
崎

駅
田
原
線
の
事
業
用
地
に
な
っ

て
お
り
、
事
業
が
始
ま
っ
た
ら

駅
東
駐
車
場
は
な
く
な
る
。

　
　
中
播
消
防
署
本
署
建
替
事

業
に
つ
い
て
、
土
地
は
福
崎
町

だ
け
が
負
担
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
建
替
事
業
や
諸
経
費
は
郡
３

町
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
底
地
は
町
に
帰
属
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
本

署
は
福
崎
町
、
北
部
出
張
所
は

神
河
町
が
負
担
す
る
。

　
　
消
防
団
協
力
事
業
所
数
が

ず
っ
と
ゼ
ロ
だ
が
、
何
か
メ
リ

ッ
ト
が
必
要
で
は
。

　
固
定
資
産
税
や
法
人
税
の
減

免
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
今
の
福
崎
町
で
は
難
し
い
と

感
じ
る
。
で
き
る
限
り
声
を
か

け
て
い
き
た
い
。

　
　
出
土
品
の
レ
プ
リ
カ
を
作

製
す
る
際
の
判
断
基
準
は
。

　
基
準
は
な
い
が
、
今
回
東
広

畑
古
墳
で
出
土
し
た
銀
象
嵌
大

刀
柄
頭
は
と
て
も
珍
し
い
文
様

が
入
っ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る

た
め
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き

た
い
が
劣
化
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
国
庫
補
助
を
も
ら
い
作
製

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
基
金
は
毎
年
同
じ
よ
う
な

額
の
取
り
崩
し
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
。
何
か
あ
っ
た
場
合
、

国
保
会
計
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
の
で
は
。

　
税
や
そ
の
他
の
収
入
も
予
定

通
り
入
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、

こ
の
基
金
残
高
で
は
心
も
と
な

い
と
感
じ
る
。

　
　
黒
字
を
確
保
で
き
た
理
由

は
。

　
給
水
量
が
増
加
し
た
こ
と
で

利
益
が
増
え
た
。
令
和
５
年
度

は
計
画
策
定
委
託
料
な
ど
が
あ

っ
た
が
、
令
和
６
年
度
は
な
か

っ
た
た
め
費
用
が
減
り
、
純
利

益
が
出
た
。

社
会
教
育
課
係
長 

ほ
け
ん
年
金
課
長 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

地
域
振
興
課
長 

企
画
財
政
課
長 

住
民
生
活
課
長 

住
民
生
活
課
長 

上
下
水
道
課
長 

現地視察・直谷第2雨水幹線工事（令和6年度完成） 

銀象嵌大刀柄頭 
ぎんぞうがんたちつかがしら 

地
域
振
興
課
長 

商
工
費

商
工
費
 

商
工
費
 

消
防
費

消
防
費
 

消
防
費
 

教
育
費

教
育
費
 

教
育
費
 

水
道
事
業

水
道
事
業
 

水
道
事
業
 

国
民
健
康
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業
 

国
民
健
康
保
険
事
業
 

土
木
費

土
木
費
 

土
木
費
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

農
林
振
興
課
長 

農
林
振
興
課
長 



6

　
　
消
防
団
の
安
全
装
備

品
は
自
治
会
の
負
担
が
少

な
く
な
る
よ
う
な
も
の
に

使
う
べ
き
で
は
。

　
担
当
課
と
本
団
で
協
議

す
る
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
観
光
事

業
を
ど
う
い
う
考
え
で
進

め
て
い
く
か
。

　
観
光
庁
の
補
助
金
を
活

用
し
な
が
ら
観
光
面
に
は

こ
れ
か
ら
も
力
を
入
れ
て

い
っ
た
ら
い
い
の
で
は
と

思
っ
て
い
る
。

　
直
接
移
住
に
結
び
つ
く

と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、

間
接
的
に
元
気
な
町
だ
と

思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

観
光
分
野
も
大
切
な
点
か

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化

は
。

　
シ
ス
テ
ム
会
社
に
総
額

の
10
％
の
事
務
費
を
払
う

こ
と
に
な
る
の
と
、
手
数

料
が
各
店
舗
の
負
担
に
な

る
た
め
、
紙
ベ
ー
ス
で
し

て
い
る
。

問
 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長 

町
長 

地
域
振
興
課
長 

ふくさき議会だより　第176号 

9月定例会 

令和7年度 一般会計補正予算 

名　　　目 概　　　　要 金　額 
財　源 

基金 その他 一般 財源 
国・県 
補助金 

カーブミラー等設置工事費 180万円 

150万円 

215万円 

税外還付金 

強度行動障害地域生活 
支援事業負担金 

電算システム改修業務 
委託料 

町外小規模保育地域型 
保育給付費負担金 

420万7千円 

206万3千円 

180万円 

420万7千円 

113万5千円 

150万円 

92万8千円 

150万円 

720万円 

451万3千円 

300万円 

110万円 510万円 

30万円 
210万円 

（うち110万円） 指定寄附 

60万円 

100万円 

172万円 43万円 

48万7千円 

カーブミラー等設置工事

消防団事業用消耗器材費 100万円 分団及び本団に防火手袋を購入

児童手当システム改修等委託料

医療費助成等の実績に伴う返還金

経営開始資金 150万円 令和７年４月認定の新規就農者１
名に対し交付

地域観光魅力向上事業 620万円 観光モニターツアー、観光、ＰＲ
イベントなどを実施

９月から入園される町外小規模保
育利用者１名分

300万円 中学校施設改修等工事費 福崎西中学校：防球ネット増設工
事物価高騰等により増額

60万円 スポーツ公園施設改修 
等工事費 

スポーツ公園クラブハウス給湯器
及び配管を更新

500万円 中小商業者応援券発行 
事業補助金 

商工会が発行している中小商業者
応援券の販売額を拡充

160万円 小学校施設改修等工事費 
福崎小学校：つり輪の撤去及びブ
ランコ周囲に柵を設置130万円
八千種小学校：既設げた箱の撤去
及び塗装30万円

県の強度行動障害支援事業に対し
町が４分の１を負担する

720万円 経営発展支援事業交付金 
親元就農を含む新規就農者が経営
を継承できるよう機械・施設等の
導入を支援

80万円 小学校一般備品購入費 
八千種小学校：げた箱と掃除道具入れ
60万円、スポットエアコン10万円
高岡小学校：スポットエアコン10万円

主な補正内容 

第３６期（株）もちむぎ食品センター決算状況 
（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

項　　目 金　額（円） 

①売上高

②売上原価

③売上総利益（①-②）

④販売費および一般管理費

⑤営業利益（③-④）

⑥営業外収益

⑦経常利益（⑤-⑥）

⑧税引前当期純利益

⑨法人税等

⑩当期純利益（⑧-⑨）

128,548,674

91,411,701

37,136,973

48,202,713

△ 11,065,740

3,222,856

△ 7,842,884

△ 7,842,884

185,659

△ 8,028,543

福崎町が1/2以上を出資している法人であるため地方
自治法の規定により決算について報告がありました。
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委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　牛 尾 成 利  
委　　員　牛 尾 雅 一  
委　　員　大 住 文 子  
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　中 田 貴 子  

総務文教常任委員会 

行政懇談会開催予定 
　５月に開催された区長会総会で、財政難やごみ処理施設、中播消防署などの大型事業があること
をご存知ない方も多いため行政懇談会を開催し、各集落でも説明して周知するべきとの意見があり、
行政懇談会の実施に向けて進めていると報告がありました。

エルデホール自主事業 

　第二回福崎名人寄席について、好評で指定席は完売し、立ち見
席が若干残っている（８月19日現在）状況と報告がありました。
　収支見込みについて質疑があり、委託料とチケットによる収入
との差額は町からの持ち出しになるという答弁があったため、有
名な人の場合は経費もかかってくるのは理解するが、受益者負担
をある程度考え、立ち見席についてもできるだけ入っていただき、
赤字を少なくするよう考えてほしいとの提言がありました。

実施時期　令和７年10月頃から令和８年９月頃までの１年間
対　　象　各自治会ごと
開催場所　各自治会公民館
町出席者　５～６名　町長、副町長は全回出席、教育長、公営企業管理者、技監は随時出席
　　　　　幹部職員１名と事前質問があった担当部署の職員等
内　　容　１．町長から町の状況説明　２．質疑応答、意見交換

町税等徴収計画 

　債権管理条例に基づき、町税等の徴収計画を策定したと報告がありました。国民健康保険税では、
大阪出入国在留管理局と連携して外国人滞納者の解消に努めるとのことでした。

問
 
税務課長 

　町税や国保税の外国人の滞納額は。

　昨今、外国人の滞納についてかなり問題になっているが、外国人に限って滞納がいくらという
集計はしていない。外国人向けの滞納の対策として、国民健康保険税は入国管理局との通報スキ
ームという制度ができており、入国管理局に国民健康保険税の滞納者の名簿を渡すと、在留資格
の更新時に納税証明書を添付することが必須となっているため、その際に納税交渉ができる。

中学校の行事予定 

　来年度以降の中学校の体育大会について、猛暑対策や部活動の大会、学校行事などを鑑み、平日
開催も視野に入れ開催日を調整していると報告がありました。また、部活動の実証事業について、
９月から実施予定としていたが、調整の結果11月から開始することになったと報告がありました。

問
 

学校教育課長 

　中学校の体育大会も小学校の運動会のよう 
　に前倒しする可能性もあるか。

　前倒しは考えていない。

問
 

学校教育課長 

　平日でも大丈夫なのか。保護者が来られる 
　のでは。

　土日は部活動の大会等もあり、近隣市町の
状況等も参考にして調整している。
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民生まちづくり常任委員会 

　もちむぎのやかたおよび文珠荘は、どちらも令和８年３月末で現在の指定管理期間が終了する
ことから、それぞれの次期指定管理について、以下のとおり報告がありました。

委 員 長　三 輪 一 朝  
副委員長　住 谷 庸 子  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　北 山 智 恵  
委　　員　小 林 　 博  
委　　員　田 中 康 智  
委　　員　前 川 裕 量  

民生まちづくり常任委員会 

「もちむぎのやかた」および「文珠荘」指定管理について 「もちむぎのやかた」および「文珠荘」指定管理について 「もちむぎのやかた」および「文珠荘」指定管理について 

　令和８年４月から、こうふく苑の使用料の改定を行うと報告がありました。
　従来、こうふく苑の使用料は、名古山斎場の改定に併せて見直しを行ってきた経緯があります。
名古山斎場の使用料は、令和６年４月から改定されています。今回の改定は、その改定に伴うも
のであるとのことです。

こうふく苑使用料の改定について 

もちむぎのやかた 
　指定管理者はこれまでと同様に公募によらない選定とし、今期に引き続き、株式会社もちむ
ぎ食品センターへ依頼する。

文珠荘 
　指定管理者は公募により選定する。令和７年８月22日から29日に１回目の募集を行ったが、
風呂の営業が困難であるなどの理由により応募者がなかった。そのため、指定管理料や業務内
容などの応募条件を見直し、再度公募を行う。

通　　　夜 

種 　 類  

20,370円 24,000円 
告　別　式 10,180円 12,000円 
合　　計 30,550円 36,000円 

現 　 行  
（令和元年10月1日～） 

改 定 後  
（令和8年4月1日～） 

こうふく苑 改定予定 

通夜・告別式 

種 　 類  

30,550円 36,000円 

改 定 前  
（令和元年10月1日～） 

改 定 後  
（令和6年4月1日～） 

（参考）名古山斎場 

問
 

問
 

地域振興課長 

町長 

　商品開発について、どのように考えているか。

　現在の指定管理者からは、新しい開発には多額のコストがかかるため、今は製品販売に力
を入れていると聞いている。

　赤字補填のための指定管理料ではなく、商品開発など、経営改善に結びつけるための前向 
　きな資金投入であるべきだと考えるが、いかがか。

　今は経営が厳しい状況であるが、次期指定管理期間の５年間で経営改善ができるように、
多方面の意見を聞きながら考えていただきたい。町もできるだけ支援していきたいと考えて
いる。

　風呂営業ができない理由としては、どのようなことが考えられるか。

　事故や設備の老朽化による故障などへの懸念が大きいと聞いている。

問
 
地域振興課長 
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委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　三 輪 一 朝  

行政改革調査特別委員会 

今後の予定 

令和7年10月 
第６次行政改革の最終年度見込みを含めた進捗確認を行う

令和7年11月 
第７次実施計画案、報告、その他について質疑及び提言を行う

令和8年 1 月 
第７次実施計画他の最終報告に対して質疑、提言を行う

総務文教部会（7月23日・8月19日） 

第2回委員会（9月8日） 

第1回委員会（7月15日） 

　第７次行政改革大綱（案）、第７次行政改革実施計画（案）、行政改革検討事業、行政改革実施後
の普通会計収支見通しの４項目について報告がありました。

　町長からの挨拶で、第７次行政改革では令和12年度末に財政調整基金残高10億円以上の確保を
目指すことが示され、企画財政課から第６次行政改革実施計画の検証と第７次計画のスケジュー
ル等について報告がありました。財政面では、今のままでは令和15年度に財政調整基金残高がゼ
ロになると改めて報告がありました。
　また、行政改革調査特別委員会の組織体制について協議し、調査する日程や事項を決定しました。

　第６次行政改革実施計画の42テーマについて、部会が所管するテーマの進捗確認のため質疑を
行い、行政側の報告に対して現状把握、問題点・課題の掘り起こし、今後に向けての提言を行い
ました。

委員会の組織 
　１．委員会　議員全員が参加（議長はオブザーバーとして参加） 

　　　開催日　第１回（７月15日）・第２回（９月８日）・第３回（11月４日）・第４回（１月22日）

　　　目　的　計画作成段階から、議会として町民の目線で質疑、提言を積極的に行う

　２．部　会　総務文教部会、民生まちづくり部会の2部会を設ける 

　　　部会の構成 
　　　　両常任委員会の委員、委員長、副委員長がそのままの位置づけで両部会を構成する

　　　部会設置の目的 
　　　　令和７年度は第６次行政改革の最終年度であることから、実施計画42テーマについて検
　　　　証を行う

歳入・歳出 行政改革効果額 5億8023万7千円 

歳出削減可能額 4億2523万7千円 

歳入増収可能額　　1億5500万円 

民生まちづくり部会（7月24日） 

問
 
企画財政課長 

　投資的経費を毎年度１億円程度におさえるとあるが、どのように抑制するのか。

　令和８・９年度は神崎郡新ごみ処理施設建設の一般財源分を一部借り入れし、年間１億５０
００万円程度に抑制、令和10年度以降は学校施設の長寿命化の事業を先延ばしすることによっ
て２億円ほど減、エルデホールの大規模改修を令和11年、12年と先延ばしすることによって約
１億円ほど減でこの目標値を達成する予定。

一般財源 とは 
　町税、地方交付税など町が
自由に使い道を決めることが
できるお金。

豆 知 識 
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一般質問 

通 告 の 内 容 

①町の法人事業（養護老人ホーム福寿園・老人
　デイサービス事業）の今後のあり方について
②平時からの防災・減災への取組について
③自殺ハイリスク者の現状と対策に向
　けた取組について

住 谷 庸 子  
１４ページ 

すみ たに よう こ 

①行政改革への取り組みの現状について
②小・中学生のスマートフォンの利用について
③小学生の夏休みの過ごし方について
④管理が行き届かない土地、建物の環境
　対策について
⑤福崎町の地籍調査と相続登記について

牛 尾 成 利  
１２ページ 

うし お なり とし 

①農業振興について
②もち麦振興について
③都市計画道路について
④ハラスメント対策について
⑤前回質問について

植 岡 茂 和  
１５ページ 

うえ おか しげ かず 

①郡内3町共同ごみ処理費用の削減について
②下水道事業について
③令和６年度一般会計決算について

田 中 康 智  
１３ページ 

た なか やす とも 

①防災対策について中 田 貴 子  
１１ページ 

なか た たか こ 

①カーブミラーの設置について
②音響式信号機の追加設置について
③公園遊具について

北 山 智 恵  
１８ページ 

きた やま ち え 

①平和の継承について
②安心・安全のまちづくりについて

大 住 文 子  
１６ページ 

おお すみ ふみ こ 

①持続可能な農地管理について
②前回の質問（東部工業団地拡張につ
　いて）の追加質問

牛 尾 雅 一  
１９ページ 

うし お まさ かず 

①行政改革
②契約問題
③国保及び後期高齢者医療保険
④安全な街づくり
⑤環境問題等の懸案事項について

小 林 　 博  
２１ページ 

こ ばやし ひろし 

※175号から問と答弁の表現を統一しています。 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

各議員の一般質問のページは字数に制限があるため抜粋されています。 
一般質問の詳細な様子はＱＲコードを読み取ってご覧ください。 

①区長会要望について
②行政懇談会について
③行政改革について

　 高 平 記  
１７ページ 

よし たか ひら き 

①一部事務組合における大規模自治体
　の動向にともなう本町に対する財政
　的リスクと、大規模自治体の動向の
　把握にむけた動き等について

三 輪 一 朝  
２０ページ 

み わ かず とも 
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避
難
計
画
や
実
践
型

避
難
訓
練
は
進
ん
で
い
る

か
。
自
治
会
に
お
い
て
は

ど
う
か
。
 

　
自
立（
律
）の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

令
和
６
年
度
は
５
自
治
会

が
避
難
訓
練
を
実
施
、
令

和
７
年
度
は
13
自
治
会
が

実
施
予
定
。

　
そ
の
内
容
は
自
治
会
ご

と
に
差
が
あ
る
た
め
、
基

本
的
な
項
目
を
ま
と
め
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
行

う
。
ま
た
、
避
難
所
ご
と

の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
見

直
し
を
行
う
。

 
 
避
難
所
施
設
の
点
検

や
改
善
は
。
 

　
建
設
当
時
の
ま
ま
の
箇

所
も
あ
り
、
点
検
を
行
う
。

サ
ル
ビ
ア
会
館
に
お
い
て

は
、
エ
ア
コ
ン
更
新
や
身

障
者
ト
イ
レ
改
修
を
実
施

し
た
が
見
直
し
も
必
要
。

今
後
も
専
門
家
の
意
見
を

取
り
入
れ
改
善
す
る
。

 
 
子
育
て
支
援
と
防
災

の
両
面
か
ら
ベ
ビ
ー
ケ
ア

ル
ー
ム
・
ト
イ
レ
カ
ー
の

導
入
を
提
案
す
る
。
 

　
町
に
は
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル

ー
ム
と
同
様
の
設
備
が
少

な
い
。
有
効
な
設
備
で
あ

り
、
補
助
事
業
や
登
録
制

度
を
活
用
し
て
導
入
や
レ

ン
タ
ル
を
検
討
す
る
。

 
 
要
支
援
者
に
配
慮
し

た
福
祉
避
難
所
の
体
制
整

備
に
つ
い
て
追
加
指
定
や

民
間
協
定
は
進
ん
で
い
る

か
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
は
。
 

　
町
内
５
施
設
と
協
定
済

み
。
追
加
は
未
定
だ
が
調

査
を
進
め
る
。
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
国
基
準
に
準
拠

し
、
必
要
に
応
じ
見
直
す
。

　
介
護
用
品
は
物
資
供
給

協
定
で
対
応
し
て
い
る
が
、

輸
送
や
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の

協
定
は
未
締
結
。

 
 
災
害
時
に
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
止
ま
っ
た
場
合
、

水
の
確
保
は
命
を
守
る
最

優
先
課
題
。
災
害
時
開
放

井
戸
の
登
録
制
度
を
検
討

さ
れ
た
こ
と
は
。
 

　
生
活
用
水
を
確
保
す
る

手
段
と
し
て
有
用
な
制
度

で
あ
る
と
考
え
る
。
登
録

制
度
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
い
る
。

 
 
化
学
消
火
剤
の
備
蓄

や
訓
練
の
状
況
は
。
 

　
工
業
団
地
内
の
企
業
と

中
播
消
防
署
、
消
防
団
と

の
合
同
で
「
企
業
大
訓
練
」

を
実
施
し
て
い
る
。

　
 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
防
災
マ
ッ
プ
や
備
蓄

品
リ
ス
ト
の
表
記
の
改
善

を
求
め
る
。
 

　
表
記
を
川
西
・
川
東
地

区
に
変
更
す
る
。

　
備
蓄
品
は
防
災
資
機
材

と
物
資
を
分
類
別
に
修
正

し
掲
載
す
る
。

　
 
ス
フ
ィ
ア
基
準
（
人

道
憲
章
と
人
道
支
援
に
お

け
る
最
低
基
準
）
と
男
女

共
同
参
画
に
基
づ
い
た
防

災
を
意
識
し
て
お
ら
れ
る

か
。
 

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
、

防
犯
ブ
ザ
ー
は
備
蓄
で
き

て
い
な
い
。
備
蓄
品
・
環

境
を
検
討
し
て
い
く
上
で

今
後
は
ス
フ
ィ
ア
基
準
も

参
考
に
し
て
い
く
。

　
福
崎
町
防
災
計
画
に
お

い
て
、
現
在
も
女
性
や
高

齢
者
に
配
慮
し
た
内
容
の

記
載
も
あ
る
が
、
ま
だ
不

十
分
な
点
も
あ
る
と
思
う
。

女
性
等
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
計
画
に
し
て
い
く
こ

と
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い

る
。

住
民
生
活
課
長
 

総
務
課
長
 

福
祉
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
・
 

ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入
導
入
 

ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
・
 

ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入
 

災
害
時
市
民
開
放
井
戸

災
害
時
市
民
開
放
井
戸
 

災
害
時
市
民
開
放
井
戸
 

防
災
情
報

防
災
情
報
の
わ
か
り
か
り
 

や
す
さ
　
　
　
　
　

や
す
さ
　
　
　
　
　
 

防
災
情
報
の
わ
か
り
 

や
す
さ
　
　
　
　
　
 

ス
フ
ィ
ア
基
準
と

基
準
と
男
女
共
同

男
女
共
同
 

参
画
か

参
画
か
ら
み
ら
み
た
防
災

た
防
災
　

　
　
　
　
 

ス
フ
ィ
ア
基
準
と
男
女
共
同
 

参
画
か
ら
み
た
防
災
　

　
　
 

もしもの時に備える避難計画と実践型 
避難訓練の今を問う 

いままでにない視点で防災の新しい手引きを形に 

自主避難計画づくりを支援 

中 田 貴 子 
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第
７
次
行
政
改
革
の

目
標
は
。
 

 　
令
和
８
年
度
以
降
５
年

間
で
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
等
で
１
億
円
以
上
増

収
、
投
資
的
経
費
の
抑
制

等
で
４
億
円
以
上
削
減
し

て
収
支
を
均
衡
さ
せ
、
決

算
で
黒
字
化
し
、
令
和
12

年
度
末
の
財
政
調
整
基
金

（
町
の
貯
金
）
残
高
を
10

億
円
程
度
に
す
る
。

 
 
財
政
調
整
基
金
残
高

を
１０
億
円
程
度
と
し
た
意

図
は
。
有
事
に
備
え
て
多

い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
過
剰
な
取
り
組
み
は

町
民
へ
の
福
祉
の
低
下
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
 

 　
適
正
な
予
算
編
成
を
行

う
に
は
４
〜
５
億
円
の
財

政
調
整
基
金
残
高
が
必
要
。

こ
れ
に
緊
急
時
の
災
害
対

応
費
用
等
を
考
え
、
福
崎

町
の
財
政
規
模
で
は
10
億

円
程
度
が
必
要
と
考
え
る
。

 
 
第
７
次
行
政
改
革
の

策
定
、
公
表
、
予
算
の
提

案
、
広
報
ふ
く
さ
き
で
の

説
明
、
町
政
懇
談
会
な
ど

今
後
の
取
り
組
み
の
順
序

と
そ
の
意
図
は
何
か
。
 

 　
行
政
改
革
は
、
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
を
実
現

す
る
た
め
に
策
定
す
る
。

行
政
改
革
へ
の
理
解
と
協

力
を
得
る
た
め
、
議
会
・

有
識
者
・
町
民
の
意
見
を

い
た
だ
く
予
定
。
今
後
、

自
治
会
ご
と
に
懇
談
会
を

実
施
し
、
広
報
ふ
く
さ
き

の
町
長
コ
ラ
ム
欄
に
町
財

政
の
現
状
や
行
政
改
革
の

必
要
性
な
ど
を
掲
載
す
る
。

 
　
小
・
中
学
生
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
「
ス

マ
ホ
」
と
い
う
）
利
用
で

の
学
校
・
教
育
委
員
会
の

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
 

 　
ス
マ
ホ
の
学
校
へ
の
持

ち
込
み
は
、
授
業
に
必
要

で
は
な
い
も
の
と
し
て
原

則
禁
止
に
し
て
い
る
。
小

学
校
で
は
「
ス
マ
ホ
・
ケ

イ
タ
イ
安
全
教
室
」
等
を

開
催
、
中
学
校
で
は
、
生

徒
主
体
で
独
自
の
ル
ー
ル

を
作
成
し
て
い
る
。

 
　
子
ど
も
た
ち
の
現
在

と
未
来
を
守
る
た
め
、
情

報
を
正
し
く
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
「
情

報
モ
ラ
ル
教
育
」
が
必
要

と
思
う
。
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
と
未
来
の
た

め
に
危
機
感
を
持
ち
、
ア

ン
テ
ナ
を
張
っ
て
見
守
っ

て
ほ
し
い
。
 

 　
ス
マ
ホ
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
か
ら
児
童
生
徒
を
守
る

こ
と
は
、
保
護
者
の
願
い

で
あ
り
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成

の
た
め
、
教
育
委
員
会
と

し
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
情
報
に
対
す
る
正
し
い

判
断
力
を
養
う
と
と
も
に
、

相
談
で
き
る
人
間
関
係
・

仲
間
づ
く
り
や
人
権
教
育

の
充
実
に
、
保
護
者
と
協

力
し
な
が
ら
継
続
し
て
取

り
組
む
。

 
 
暑
い
夏
休
み
に
子
ど

も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

場
を
確
保
す
る
た
め
に
、

体
育
館
の
活
用
や
夏
休
み

の
短
縮
は
で
き
な
い
か
。
 

 　
体
育
館
の
利
用
は
責
任

の
所
在
の
観
点
で
難
し
い
。

夏
休
み
、
冬
休
み
の
期
間

設
定
に
つ
い
て
関
係
者
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

 
 
管
理
が
行
き
届
か
な

く
な
っ
た
農
地
、
空
き
家
、

宅
地
の
所
有
者
に
対
す
る

福
崎
町
と
し
て
の
対
応
は
。
 

 　
農
地
、
空
き
家
、
宅
地

で
相
談
や
苦
情
が
あ
れ
ば
、

草
刈
り
等
の
維
持
管
理
や

改
善
を
図
る
よ
う
通
知
し

て
い
る
が
、
強
制
力
は
な

い
。
農
業
委
員
会
か
ら
の

勧
告
を
行
い
固
定
資
産
税

の
増
額
が
で
き
る
制
度
は

あ
る
が
、
福
崎
町
で
の
実

施
例
は
な
い
。

 
 
私
有
地
な
の
で
強
制

は
難
し
い
が
、
ほ
か
に
方

法
は
な
い
の
か
。
 

 　
通
知
文
に
草
刈
り
の
委

託
先
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
記
載
し
て

い
る
。
管
理
不
全
空
き
家

で
は
、
条
例
に
基
づ
き
必

要
な
措
置
を
と
る
よ
う
勧

告
で
き
、
特
定
空
家
等
除

却
事
業
も
創
設
し
て
い
る
。

町
長
 

町
長
 

町
長
 

教
育
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

農
林
振
興
課
長
・
ま
ち
づ
く
り
課
長
 

農
林
振
興
課
長
・
ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

第７次行政改革の目標は 

5年間でふるさと応援寄附金1億円以上増収、投資的経費 
4億円以上削減、財政調整基金残高を10億円程度に 

子
ど
も
た
ち
の
　
　

子
ど
も
た
ち
の
　
　
 

夏
休
み
の
過
ご
し
方

夏
休
み
の
過
ご
し
方
 

子
ど
も
た
ち
の
　
　
 

夏
休
み
の
過
ご
し
方
 

放
棄
さ
れ

放
棄
さ
れ
た
農
地
、

た
農
地
、 

空
き
空
き
家
、
家
、宅
地
対
策

宅
地
対
策
 

放
棄
さ
れ
た
農
地
、 

空
き
家
、宅
地
対
策
 

小
・
中
学
生

中
学
生
の
ス
マ
ホ
利
用
利
用
 

小
・
中
学
生
の
ス
マ
ホ
利
用
 

牛 尾 成 利  
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新
ご
み
処
理
場
完
成

後
の
ご
み
処
理
経
費
は
、

く
れ
さ
か
で
焼
却
し
て
い

た
令
和
３
年
度
の
町
民
一

入
当
た
り
１
万
１
３
２
０

円
の
負
担
程
度
ま
で
改
善

す
る
の
か
。
処
理
場
管
理

運
営
費
用
、
収
集
運
搬
費

用
、
処
理
処
分
費
用
の
見

込
み
は
。
 

　
新
ご
み
処
理
場
の
運
転

管
理
業
務
は
、
性
能
保
証

の
観
点
か
ら
プ
ラ
ン
ト
エ

事
受
注
者
に
委
託
予
定
。

当
初
見
積
を
基
に
、
３
町

の
負
担
割
合
で
あ
る
30
％

の
均
等
割
、
70
％
の
投
入

量
割
で
計
算
し
、
福
崎
町

の
ご
み
投
入
量
を
全
体
の

50
％
と
仮
定
し
た
場
合
、

町
民
１
人
当
た
り
約
７
２

０
０
円
。
収
集
運
搬
費
は
、

令
和
６
年
度
決
算
額
と
同

額
と
仮
定
す
る
と
、
約
３

２
５
０
円
。
処
理
処
分
費

用
は
、
先
の
計
算
方
法
で

約
３
３
０
０
円
。

 
 
合
計
１
万
３
７
５
０

円
は
、
令
和
３
年
度
を
２

４
０
０
円
程
度
上
回
る
。

回
収
が
月
に
１
回
と
少
な

い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
資
源

集
団
回
収
の
品
目
に
加
え
、

そ
の
回
収
頻
度
を
環
や
せ

ば
、
ご
み
処
理
費
用
削
減

に
な
る
と
思
う
が
。
 

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
事

業
連
携
事
業
者
に
売
却
し

て
い
る
。
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
排
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
な
お
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
収
集
頻
度
に
つ

い
て
は
、
夏
場
の
量
が
多

く
な
る
時
期
限
定
で
収
集

回
数
を
増
や
す
こ
と
が
可

能
か
検
討
し
た
い
。

　
 
下
水
道
事
業
会
計
に

は
一
般
会
計
か
ら
多
額
の

繰
入
金
が
あ
る
。
こ
の
度

の
下
水
道
使
用
料
改
定
に

よ
り
収
支
は
改
善
す
る
か
。
 　

一
般
会
計
繰
入
金
の
額

は
、
収
支
と
留
保
資
金
の

２
つ
を
指
標
と
し
、
下
水

道
事
業
会
計
の
資
金
に
関

す
る
覚
書
に
基
づ
き
、
留

保
資
金
額
３
０
０
０
万
円

程
度
で
調
整
し
て
い
る
。

こ
の
度
の
下
水
道
使
用
料

改
定
は
、
直
接
に
は
収
支

改
善
に
つ
な
が
ら
な
い
。

　
　
将
来
の
下
水
道
管
の

更
新
等
の
再
投
資
に
備
え

て
下
水
道
事
業
会
計
に
は

内
部
留
保
資
金
が
必
要
。

一
般
会
計
の
改
善
状
況
に

合
わ
せ
覚
書
を
見
直
す
等
、

会
計
の
健
全
化
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。
 

　
平
均
14
・
23
％
の
使
用

料
値
上
げ
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
再
度
の

値
上
げ
は
難
し
い
状
況
。

一
方
、
議
員
の
指
摘
は
そ

の
と
お
り
で
あ
り
、
町
財

政
全
体
を
見
な
が
ら
公
営

企
業
と
し
て
の
責
務
を
果

た
す
よ
う
努
め
る
。

　
 
約
３
億
円
の
財
源
不

足
は
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
と
一
定

理
解
す
る
が
、
行
政
の
財

政
健
全
運
営
義
務
に
照
ら

し
、
現
在
の
財
政
状
況
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
 

　
社
会
情
勢
の
急
激
な
変

化
に
対
応
す
る
た
め
と
は

い
え
、
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
す
現
状
を
重
く
受

け
止
め
て
い
る
。
第
７
次

行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施

計
画
に
基
づ
き
財
政
状
況

の
改
善
に
、
全
力
を
挙
げ

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
 
財
政
の
硬
直
度
を
示

す
経
常
収
支
比
率
は
９７
％

と
、
将
来
に
向
け
た
投
資

が
困
難
な
状
況
だ
。
経
常

収
支
比
率
に
目
標
値
を
設

け
た
財
政
運
営
と
す
ベ
き

で
は
。
 

　
経
常
収
支
比
率
に
目
標

値
を
定
め
る
こ
と
は
、
難

し
い
が
、
事
務
事
業
の
見

直
し
や
、
投
資
的
経
費
の

抑
制
等
に
よ
り
経
常
的
経

費
を
抑
制
し
て
い
く
。

　
 
行
政
改
革
は
、
町
政

を
前
に
進
め
な
が
ら
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、

行
政
改
革
が
確
実
に
実
行

さ
れ
る
仕
組
み
が
重
要
と

思
う
が
ど
う
か
。
 

　
私
も
そ
の
と
お
り
だ
と

思
う
。
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
し
、
歳
入
増
、
歳
出

削
減
に
数
値
目
標
を
定
め
、

進
捗
状
況
を
毎
年
検
証
し
、

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
、

そ
の
内
容
を
公
表
す
る
な

ど
、
確
実
に
実
行
で
き
る

取
り
組
み
を
進
め
る
。

上
下
水
道
課
長
 

町
長
 

町
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 下

水
道
事
業

下
水
道
事
業
 

下
水
道
事
業
 

令
和
令
和
6
年
度
　

年
度
　
 

一
般
会
計
決
算

般
会
計
決
算
 

令
和
6
年
度
　
 

一
般
会
計
決
算
 

新ごみ処理場は令和10年度当初から 
本格稼働できるのか 

当初の計画どおり令和10年4月からの稼働は問題 
ないと見込んでいる 田 中 康 智 



一般質問 

14ふくさき議会だより　第176号 

 
 
福
寿
園
の
平
均
入
所

者
数
（
令
和
５
年
・
６
年

度
）
と
町
内
の
入
所
率
は
。
 

 　
令
和
５
年
度
は
年
間
平

均
入
所
者
数
41
・
６
人
町

内
入
所
率
40
・
０
％
、
令

和
６
年
度
は
年
間
平
均
入

所
者
数
37
・
９
人
町
内
入

所
率
42
・
１
％
。

 
 
近
隣
の
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
入
所
率
と
比
べ
て
、

福
崎
町
は
高
い
か
低
い
か
。
 

 　
入
所
率
75
・
８
％
、
近

隣
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

比
べ
て
低
い
。

 
 
福
寿
園
の
現
状
と
こ

れ
ら
の
問
題
（
耐
震
基
準
、

災
害
時
移
動
動
線
、
建
物

内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
部

屋
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
浴

室
内
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
）

を
解
決
す
る
た
め
の
取
り

組
み
は
。
 

 

 　
旧
基
準
建
物
の
耐
震
診

断
結
果
は
倒
壊
の
問
題
は

な
く
十
分
利
用
可
、
移
動

動
線
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

問
題
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等

は
工
夫
を
し
て
い
る
の
で

支
障
な
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
問
題
で
あ
る
２
人
部
屋

の
仕
切
り
は
予
算
面
等
の

問
題
で
対
処
は
難
し
い
。

 
 
福
崎
町
国
土
強
靭
化

計
画
、
令
和
７
年
度
に
取

組
む
重
点
項
目
は
。
 

 　
１
点
目
橋
梁
の
老
朽
化

対
策
、２
点
目
土
砂
浚
渫
、

川
す
そ
雨
水
幹
線
整
備
、３

点
目
法
面
防
災
対
策
工
事
。

 
　
災
害
対
策
本
部
立
ち

上
げ
と
対
策
本
部
配
置
図
は
。 

 　
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
時
は
、

町
長
は
直
ち
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
災
害
応
急

対
策
を
実
施
。対
策
本
部
配

置
図
は
設
け
て
い
な
い
。

　
 
道
路
網
整
備
と
瓦
礫

運
搬
順
路
に
つ
い
て
の
検
討
は
。 

 　
地
域
防
災
計
画
に
災
害

発
生
時
の
緊
急
輸
送
対
策

に
つ
い
て
明
記
。
広
域
緊

急
輸
送
路
も
指
定
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
混
雑
に

つ
い
て
も
迂
回
路
設
定
、

交
通
規
制
を
行
う
。

 
 
地
域
と
の
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
の
具
体
例
は
。
 

 　
行
政
間
の
情
報
手
段
と

し
て
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
防

災
シ
ス
テ
ム
」
を
運
用
。

住
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
「
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
」

を
使
用
。

 
 
医
療
機
関
と
の
連
携

体
制
の
構
築
、薬
剤
供
給
体

制
の
整
備
は
で
き
て
い
る
か
。 

 　
地
域
防
災
計
画
や
災
害

時
保
健
医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
中
で
、
平
時
の
取
り
組

み
や
災
害
対
応
に
つ
い
て

取
り
決
め
を
し
て
い
る
。

　
薬
剤
供
給
体
制
に
つ
い

て
は
、
近
隣
の
調
剤
薬
局

等
と
協
力
関
係
を
構
築
。

    
 
小
中
学
生
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
現
状
（
配
布
端
末
で
の

自
殺
に
関
連
す
る
深
刻
な

言
葉
検
索
）
と
対
応
は
。
 

 　
配
布
し
て
い
る
端
末
に

は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
導

入
し
て
い
る
の
で
有
害
な

情
報
は
検
索
で
き
な
い
。

引
き
続
き
導
入
し
て
広
範

囲
の
危
険
な
情
報
を
セ
ー

ブ
す
る
。

 
 
市
販
薬
の
オ
ー
バ
ー

ド
ー
ズ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
関
係

性
は
。
 

 　
特
に
10
代
の
子
ど
も
に

お
い
て
市
販
薬
の
乱
用
が

年
々
増
加
。
そ
の
背
景
の

ひ
と
つ
に
薬
局
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
誰
で
も

簡
単
に
購
入
で
き
る
こ
と

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
乱
用
情
報

が
出
回
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。

   
 
利
用
者
減
の
現
状
を

脱
却
す
る
た
め
に
、
今
後

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
る
か
。
 

 　
社
協
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
生
活
機
能

の
維
持
向
上
や
活
動
・
体

験
の
場
と
し
て
の
サ
ー
ビ

ス
に
取
り
組
む
。
加
え
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た

広
報
活
動
を
実
施
予
定
。
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問
 

問
 

問
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問
 

問
 

問
 

養護老人ホーム福寿園の今後の 
あり方は 
建物の老朽化と財政状況を考えると、将来的に 
は廃止も考えざるを得ない 

自
殺
自
殺
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
現
状
と

現
状
と
 

対
策
対
策
に
向
け
向
け
た
取
組

た
取
組
に
つ
い
て
 

自
殺
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
現
状
と
 

対
策
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
 

平
時
か

平
時
か
ら
の
防
災
防
災
・
減
災
減
災
へ
の
 

取
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取
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取
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窓
口
で
の
対
応
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
あ
る
か
。
 

　
不
当
要
求
行
為
の
防
止

に
関
す
る
要
綱
と
、
不
当

要
求
行
為
等
対
応
の
手
引

き
の
ふ
た
つ
で
対
応
し
て

い
る
。

 
 
条
例
を
整
備
し
、
町

民
の
正
当
な
意
見
や
苦
情
、

改
善
提
案
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
誠
実
に
受
け
止
め

る
。
そ
の
一
方
で
、
不
合

理
な
要
求
な
ど
、
明
ら
か

に
行
き
過
ぎ
た
言
動
か
ら

は
、
職
員
を
守
る
仕
組
み

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
結
果
的
に
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
町
長
の

所
見
は
。
 

　
不
当
要
求
な
ど
の
対
応

に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
、

重
要
な
こ
と
と
思
う
。
ひ

い
て
は
、
職
員
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
る
。
ま
ず
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
整
備
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
運
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
問
題
に
対
す
る

知
見
と
経
験
を
積
ん
で
い

き
た
い
と
い
う
思
い
で
い

る
。

 
 
前
回
「
地
元
事
業
者

を
し
っ
か
り
と
支
え
る
た

め
に
、
優
遇
制
度
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
る
」
と
の

答
弁
を
さ
れ
た
。
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
研
究
や
検

討
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
。
 

　
兵
庫
県
で
実
施
し
て
い

る
総
合
評
価
落
札
方
式
に

よ
る
入
札
を
当
町
で
も
一

般
競
争
入
札
で
導
入
で
き

な
い
か
検
討
し
た
が
、
県

の
よ
う
に
審
査
を
行
う
た

め
の
専
門
的
な
技
術
や
知

識
を
も
っ
た
職
員
が
乏
し

く
、
現
在
の
と
こ
ろ
福
崎

町
で
は
運
用
が
む
ず
か
し

い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

 
 
入
札
制
度
に
お
い
て

は
公
平
性
・
競
争
性
の
確

保
が
当
然
の
前
提
だ
が
、

一
方
で
町
内
事
業
者
の
育

成
、
地
域
全
体
の
雇
用
確

保
も
重
要
。
公
平
性
を
守

り
つ
つ
、
地
元
事
業
者
全

体
を
底
上
げ
す
る
た
め
に
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
課

題
を
整
理
し
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
 

　
公
平
性
に
つ
い
て
は
、

一
般
競
争
入
札
、
指
名
競

争
入
札
の
実
施
に
よ
り
担

保
さ
れ
て
い
る
。
入
札
の

実
施
に
つ
い
て
も
町
内
業

者
の
入
札
参
加
率
が
65
・

４
％
、
町
内
事
業
者
の
落

札
率
が
72
・
７
％
と
な
っ

て
お
り
地
域
発
展
に
は
一

定
貢
献
し
て
い
る
と
考
え

る
。

 
 
現
状
の
落
札
状
況
を

見
る
と
、
一
部
の
業
者
に

受
注
が
偏
っ
て
い
る
。
町

と
し
て
、
こ
の
受
注
の
偏

り
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
。
 

　
指
名
競
争
入
札
に
お
い

て
は
、
土
木
・
舗
装
の
入

札
が
町
内
事
業
者
の
参
加

が
1
番
多
く
な
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
の
実
績
で
は
、

入
札
件
数
13
件
の
う
ち
、

町
内
事
業
者
落
札
が
６
者

で
12
件
落
札
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
５
件
落
札
が
１

者
、
２
件
落
札
が
２
者
、

１
件
落
札
が
３
者
で
、
偏

り
は
あ
る
が
、
入
札
制
度

上
致
し
方
な
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
。

 
 
町
内
事
業
者
全
体
が

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
た
め
に
、
今
後

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

具
体
的
に
進
め
て
い
か
れ

る
の
か
伺
う
。
優
遇
制
度

の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、

実
績
の
少
な
い
事
業
者
の

参
入
機
会
の
拡
大
や
、
技

術
力
向
上
支
援
な
ど
、
町

と
し
て
の
方
向
性
を
明
ら

か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

　
町
と
し
て
は
、
地
元
事

業
者
優
先
の
徹
底
に
努
め

て
い
き
た
い
。
一
般
競
争

入
札
、
指
名
競
争
入
札
、

随
意
契
約
に
つ
い
て
も
、

地
元
事
業
者
を
ま
ず
優
先

と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
て

い
き
た
い
。

  
　
工
事
着
工
が
遅
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
地
元
へ

の
説
明
等
は
。
 

　
地
元
へ
の
説
明
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
周
知

方
法
が
い
い
か
区
長
と
相

談
す
る
。

企
画
財
政
課
長
 

町
長
 

総
務
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 地

元
事
業
者

地
元
事
業
者
 

優
遇
制
度
　

優
遇
制
度
　
 

地
元
事
業
者
 

優
遇
制
度
　
 

都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路
 

都
市
計
画
道
路
 

ハラスメント条例の整備が必要では 

まずはマニュアル整備ということについて検討させ 
ていただく 植 岡 茂 和 
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「
恒
久
平
和
の
町
宣

言
」
を
宣
揚
し
て
平
和
を

次
世
代
に
語
り
継
い
で
い

く
取
り
組
み
が
重
要
で
は

な
い
か
。
 

 　
平
和
に
つ
い
て
学
習
し

引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
「
恒
久
平

和
の
町
」
と
し
て
の
思
い

は
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
　
来
年
は
「
恒
久
平
和

の
町
宣
言
」
を
決
議
し
て

四
十
年
に
な
る
。
戦
争
や

平
和
を
次
世
代
に
語
り
継

ぐ
た
め
に
、
原
爆
体
験
を

Ｖ
Ｒ
（
仮
想
的
な
空
間
を

現
実
の
よ
う
に
体
験
で
き

る
技
術
）
ゴ
ー
グ
ル
で
、

被
爆
前
後
の
広
島
市
街
地

を
再
現
す
る
映
像
体
験
や

「
原
爆
の
絵
」
と
呼
ば
れ

る
、
広
島
の
高
校
生
が
被

爆
者
の
体
験
を
元
に
描
い

た
絵
画
の
展
示
等
の
事
業

を
行
う
こ
と
で
、
幅
広
い

世
代
に
平
和
へ
の
思
い
を

共
有
で
き
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
 

 　
事
業
と
し
て
予
定
は
な

い
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
い

で
い
く
取
り
組
み
は
考
え

て
い
き
た
い
。

　
 
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策

と
し
て
、
環
境
省
作
成
の

「
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る

皆
さ
ま
へ
」
の
チ
ラ
シ
は
、

災
害
に
備
え
て
飼
い
主
が

今
や
る
べ
き
こ
と
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
チ
ラ
シ
を
広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
兵
庫

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
作

成
の
「
ペ
ッ
ト
の
健
康
防

災
手
帳
」
は
日
頃
の
健
康

管
理
に
活
用
し
な
が
ら
、

災
害
時
に
も
活
用
で
き
る
。

こ
ち
ら
を
冊
子
と
し
て
作

成
し
配
布
し
て
は
ど
う
か
。
 

 　
「
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い

る
皆
さ
ま
へ
」
の
チ
ラ
シ

は
大
変
有
用
な
も
の
。「
ペ

ッ
ト
の
健
康
防
災
手
帳
」

と
共
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

回
覧
で
周
知
し
た
い
。

　
 
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
地
域
の
防
災
力
強
化

の
た
め
に
「
ひ
ょ
う
ご
防

災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

の
周
知
や
広
報
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

ま
た
、
自
己
負
担
軽
減
の

た
め
、
多
く
の
自
治
体
が

実
施
し
て
い
る
受
講
支
援

制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。
 

 　
積
極
的
な
周
知
に
努
め
、

受
講
支
援
制
度
は
必
要
性

を
十
分
に
研
究
す
る
。

　
 
全
国
の
特
殊
詐
欺
被

害
額
は
、
７
月
末
時
点
で

昨
年
の
年
間
額
を
上
回
っ

た
。
県
は
６５
歳
以
上
対
象

に
、
固
定
電
話
に
簡
単
に
 

設
置
可
能
な
 

自
動
録
音
装
 

置
の
無
償
配
 

布
を
実
施
中
。
 

広
報
や
ホ
ー
 

ム
ペ
ー
ジ
で
 

広
く
周
知
す
 

る
考
え
は
な
 

い
か
。
 

 　
周
知
し
た
い
。

　
　
特
殊
詐
欺
に
利
用
さ

れ
た
約
７
割
が
国
際
電
話

番
号
だ
っ
た
。
対
策
と
し

て
固
定
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
国
際
電
話
の

着
信
ブ
ロ
ッ
ク
が
特
に
有
効
。

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
「
み
ん
な
で
と

め
よ
う
!!
国
際
電
話
詐
欺
」

の
チ
ラ
シ
を
被
害
防
止
の

た
め
広
報
や
回
覧
板
な
ど

で
周
知
し
て
は
ど
う
か
。
 

 　
情
報
発
信
す
る
側
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
ど
ん
ど

ん
や
っ
て
い
く
。

町
長
 

住
民
生
活
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

安
心
安
心
・
安
全
安
全
の
　
　
　

　
　
　
 

ま
ち
ま
ち
づ
く
り
く
り
に
つ
い
て
 

安
心
・
安
全
の
　
　
　
 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
 

大 住 文 子 
「恒久平和の町」としての思いは伝えていきたい 

「恒久平和の町宣言」を宣揚して平和を次世代 
に語り継いでいく取り組みが重要ではないか 
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私
が
こ
の
春
、
行
政

懇
談
会
の
開
催
を
求
め
た

の
は
、
消
防
署
の
建
替
、

ご
み
処
理
場
建
設
、
長
期

的
な
視
点
で
の
水
道
料
金

の
値
上
げ
等
で
、
住
民
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
事
業
に
つ
い
て
、
行
政

側
が
直
接
町
民
に
分
か
り

や
す
く
話
し
納
得
を
得
る

努
力
を
も
っ
と
す
べ
き
と

の
思
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
 

　
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

重
点
説
明
項
目
と
は
。
 

　
議
員
が
今
言
わ
れ
た
よ

う
な
内
容
も
含
む
町
の
重

点
事
業
を
中
心
に
、
財
政

状
況
な
ど
も
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
区
長
会
要
望
は
毎
年

新
た
に
要
望
す
る
事
項
と

引
き
続
き
要
望
す
る
事
項

の
２
つ
が
あ
る
。
後
者
は

過
去
５
年
間
で
は
、
そ
の

年
度
で
の
完
了
は
０
％
〜

１０
％
未
満
と
の
こ
と
。
そ

の
ひ
と
つ
の
県
事
業
の
七

種
川
の
浚
渫
工
事
は
、
長

野
橋
下
流
は
３
月
下
旬
か

ら
４
月
初
旬
に
で
き
た
が
、

そ
の
上
流
は
ス
ト
ッ
プ
の

ま
ま
。
い
つ
再
開
さ
れ
る

の
か
。
 

　
10
月
末
ま
で
が
出
水
期

で
、
そ
の
後
測
量
を
行
い

実
施
す
る
と
思
わ
れ
る
。

粘
り
強
く
、
地
元
の
思
い

を
県
や
国
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

　
　
今
年
７
月
に
よ
う
や

く
行
政
改
革
調
査
特
別
委

員
会
を
立
ち
上
げ
活
動
を

開
始
。
第
６
次
行
政
改
革

の
最
終
年
度
で
あ
る
今
年

は
、
ま
ず
現
状
調
査
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
第
６
次
の
実

施
テ
ー
マ
４２
件
の
内
、
数

値
目
標
が
あ
っ
た
の
が
２０

件
（
４８
％
）
。
数
値
目
標

が
な
く
客
観
的
な
進
捗
管

理
が
で
き
な
い
も
の
が
約

半
分
。
第
５
次
以
前
の
実

施
計
画
で
も
行
政
の
目
標

は
定
量
的
な
数
値
目
標
半

分
、
残
り
が
定
性
的
で
感

覚
的
な
目
標
だ
っ
た
の
か
。
 

　
第
５
次
行
政
改
革
実
施

計
画
で
は
44
テ
ー
マ
中
、

目
標
数
値
の
あ
る
も
の
が

６
件
で
、
目
標
値
が
な
い

も
の
が
38
件
。

　
　
調
査
特
別
委
員
会
で

の
問
題
点
・
課
題
の
指
摘
、

提
言
を
通
し
て
、
第
７
次

は
ほ
と
ん
ど
の
テ
ー
マ
が

目
標
数
値
有
り
に
改
善
さ

れ
る
の
は
良
い
事
。
一
方
、

第
７
次
計
画
案
で
、
受
益

者
負
担
の
原
則
の
利
用
料

金
適
正
化
の
項
目
が
、
ま

だ
空
白
で
検
討
中
に
な
っ

て
い
る
。
町
管
理
の
施
設

で
は
赤
字
補
填
の
た
め
に
、

施
設
利
用
し
て
い
な
い
町

民
の
税
金
で
穴
埋
め
し
て

い
る
の
に
、
町
外
の
利
用

者
が
同
じ
料
金
で
は
お
か

し
い
。
価
格
差
を
設
け
る

べ
き
。
適
正
価
格
は
感
覚

で
は
な
く
経
済
学
的
に
行

革
で
取
り
組
む
べ
き
で
は
。
 

　
青
少
年
野
外
セ
ン
タ
ー

は
、
昨
年
度
利
用
者
は
、

町
内
が
１
８
０
９
人
31
・

５
％
、
町
外
が
３
９
３
７

人
68
・
５
％
。
山
小
屋
に

空
調
設
備
を
設
置
し
た
の

で
、
町
内
外
の
価
格
差
を

設
け
る
前
に
、
ま
ず
使
用

料
の
見
直
し
、
次
に
値
上

げ
幅
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
は
、

８
月
10
日
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
入
場
者
３
１
９
人
の

う
ち
、
町
内
が
55
人
17
・

２
％
、
町
外
が
２
６
４
人

82
・
８
％
。
町
外
が
多
く
、

利
用
料
金
の
価
格
差
を
設

け
る
と
利
用
者
減
少
が
考

え
ら
れ
る
た
め
、
格
差
を

設
け
る
事
は
考
え
て
い
な

い
。

町
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

区
長
会
要
望

区
長
会
要
望
 

区
長
会
要
望
 

行
政
改
革

行
政
改
革
 

行
政
改
革
 

４年振りに１０月から１年間実施される各自治会の 
行政懇談会で、行政側の重点説明項目は 

町の重点事業を中心に、財政状況なども報告させて 
いただきたい 　 高 平 記 

七種川の長野橋より上流の風景
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公
園
を
利
用
さ
れ
る

町
内
の
年
齢
別
人
口
は
。
 

 　
０
歳
か
ら
９
歳
ま
で
が

１
３
７
７
人
で
割
合
は
７

・
５
％
、
10
歳
か
ら
19
歳

ま
で
が
１
８
０
１
人
で
割

合
は
９
・
８
％
。

 
 
第
６
次
総
合
計
画
の

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
公
園

を
造
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
が
、
何
％

の
人
が
希
望
し
て
い
た
か
。
 

 　
41
・
９
％
、
１
３
０
名

の
方
が
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
等
も

含
め
た
施
設
に
な
る
か
と

は
思
う
が
「
遊
び
場
や
集

え
る
場
所
が
少
な
い
」
と

回
答
さ
れ
て
い
る
。

 
 
耕
作
放
棄
地
を
借
り

て
公
園
を
造
る
の
は
ど
う

か
。
 

 　
有
用
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
農
地
を
公
園
に
整
備

す
る
場
合
は
、
農
業
委
員

会
に
よ
る
農
地
転
用
の
許

可
等
が
必
要
。
新
た
に
公

園
を
整
備
す
る
場
合
は
土

地
を
買
収
す
る
方
が
望
ま

し
い
。

 
 
公
園
の
遊
具
の
対
象

年
齢
を
幅
広
く
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
 

 　
初
期
費
用
が
高
額
で
あ

る
こ
と
や
維
持
管
理
コ
ス

ト
、
事
故
の
リ
ス
ク
管
理

の
面
か
ら
も
難
し
い
と
考

え
る
。
川
西
で
は
市
川
河

川
公
園
、
川
東
で
は
イ
ー

ス
ト
パ
ー
ク
、
第
２
イ
ー

ス
ト
パ
ー
ク
、
ま
た
町
内

各
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
放
課
後
は
開
放
さ
れ
て

い
る
た
め
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
。

 
 
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
園
を
検
索
し
て
も
ど

こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い

状
況
。
自
分
の
家
か
ら
近

い
公
園
が
確
認
で
き
る
地

図
が
必
要
で
は
。
 

 　
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に

公
園
の
ペ
ー
ジ
に
も
全
体

の
位
置
図
を
掲
載
し
た
い
。

 
 
現
在
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
の
設
置
要
望
は
何
件
か
。
 

 　
現
在
計
画
に
乗
せ
て
い

な
い
箇
所
で
の
要
望
を
受

け
て
い
る
も
の
は
４
件
。

 
　
１
基
設
置
す
る
た
め

の
費
用
は
。
 

 　
１
基
あ
た
り
の
設
置
費

用
は
、
物
や
取
り
付
け
る

場
所
に
も
よ
る
が
、
通
常

の
支
柱
１
本
に
通
常
の
ミ

ラ
ー
１
基
で
約
10
万
円
。

 
　
凍
結
防
止
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
も
要
望
が
多
い
と
聞

く
。
現
在
の
設
置
率
は
。
 

 　
毎
年
20
〜
30
基
の
更
新

を
し
て
お
り
設
置
率
は
15

・
６
％
。

 
 
将
来
の
目
標
値
は
。
 

 　
第
６
次
総
合
計
画
の
基

本
目
標
に
掲
げ
た
め
ざ
そ

う
値
で
は
令
和
15
年
度
に

40
％
と
設
定
し
て
い
る
。

こ
の
目
標
を
上
回
れ
る
よ

う
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

 
 
塀
な
ど
の
構
造
物
が

で
き
た
影
響
で
通
行
の
視

認
が
し
づ
ら
い
交
差
点
な

ど
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。
 

 　
現
地
を
確
認
し
、
緊
急

性
が
高
い
と
判
断
す
れ
ば

優
先
的
な
設
置
を
検
討
し

た
い
。

　
 
県
道
三
木
宍
粟
線
と

町
道
中
島
井
ノ
口
線
が
交

差
す
る
南
田
原
交
差
点
の

信
号
で
、
目
の
不
自
由
な

方
か
ら
音
響
式
信
号
機
を

設
置
し
て
ほ
し
い
と
要
望

が
あ
っ
た
。
管
轄
は
警
察

だ
が
音
響
式
信
号
機
を
設

置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
 

 　
警
察
に
要
望
し
、
公
安

委
員
会
で
実
態
調
査
を
行

い
、
優
先
度
が
高
い
と
判

断
さ
れ
れ
ば
設
置
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

公園遊具の対象年齢を広げては 

既存の芝生広場や放課後の小学校グラウンド開放 
の利用を 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ミ
ラ
ー
の
設
置
設
置
 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
 

音
響
式
信
号
機
追
加
設
置

音
響
式
信
号
機
追
加
設
置
 

音
響
式
信
号
機
追
加
設
置
 

北 山 智 恵  
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今
年
は
災
害
級
の
暑

さ
で
雑
草
の
繁
殖
ス
ピ
ー

ド
が
非
常
に
早
い
が
、
昼

間
の
草
刈
り
作
業
は
熱
中

症
の
リ
ス
ク
が
高
い
な
ど

大
変
困
難
な
状
況
。
雑
草

対
策
と
し
て
実
施
面
積
に

応
じ
た
報
奨
金
を
支
給
す

る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
は
有
効
と
考
え
る
。
加

え
て
地
元
の
方
に
よ
る
「
う

け
と
り
制
」
に
よ
る
草
刈

り
方
法
と
す
れ
ば
早
朝
な

り
夕
方
自
身
の
田
・
畑
の

草
刈
り
と
並
行
し
て
行
な

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
作
業

者
の
方
の
安
全
面
・
効
率

面
で
も
な
お
有
効
と
考
え

る
が
。
 

　
事
業
費
の
観
点
か
ら
ま

た
地
元
の
方
に
よ
る
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
草
刈
り
作

業
と
な
る
と
保
険
等
の
問

題
で
今
後
の
研
究
課
題
と

す
る
。

 
　
福
崎
町
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
加
入

促
進
に
よ
り
、
地
球
温
暖

化
で
今
後
も
続
く
と
考
え

ら
れ
る
異
常
と
も
思
え
る

雑
草
の
伸
び
に
対
す
る
対

策
と
し
て
草
刈
り
班
の
増

員
拡
充
は
で
き
な
い
か
。
 

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
会
員

加
入
促
進
に
努
め
草
刈
り

の
班
の
体
制
強
化
に
つ
い

て
研
究
す
る
。

　
　
６
月
議
会
で
東
大
貫

地
区
の
県
道
三
木
宍
粟
線

か
ら
中
国
自
動
車
道
ま
で

の
農
地
を
候
補
地
と
し
て

東
部
工
業
団
地
を
拡
張
す

る
提
案
を
し
た
。
た
だ
今

日
の
町
財
政
状
況
が
た
い

へ
ん
厳
し
い
こ
と
か
ら
拡

張
は
慎
重
に
検
討
さ
れ
る

と
考
え
る
が
、
度
々
発
言

し
て
い
る
と
お
り
町
内
を

見
渡
し
て
も
、
い
ろ
ん
な

面
、
又
条
件
的
に
も
最
も

有
利
な
候
補
地
で
あ
る
。

福
崎
町
の
発
展
の
み
な
ら

ず
、
神
崎
郡
３
町
の
地
域

活
性
化
に
必
ず
や
役
立
つ

取
り
組
み
と
考
え
る
。
検

討
を
求
め
る
。
 

　
候
補
地
は
市
街
化
調
整

区
域
で
あ
り
、
ま
た
農
地

法
、
農
振
法
に
よ
り
規
制

さ
れ
て
い
る
農
振
農
用
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
非
常
に

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
エ
リ
ア
。

今
の
町
財
政
状
況
を
見
る

と
現
段
階
で
は
、
町
主
導

で
の
工
業
団
地
拡
張
は
非

常
に
厳
し
い
と
考
え
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

福
祉
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

問
 

問
 

問
 東

部
工
業
団
地

東
部
工
業
団
地
 

拡
張
　
　
　
　

拡
張
　
　
　
　
 

東
部
工
業
団
地
 

拡
張
　
　
　
　
 

雑草対策として有償ボランティア制度 
創設は 

事業費の観点、保険等今後の研究課題とする 

提案の東部工業団地拡張要望地域

牛 尾 雅 一 

町の草刈りが間にあわない一級町道路肩部分

県河川の平田川の雑草の現状
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本
町
と
姫
路
市
が
構

成
員
に
含
ま
れ
る
一
部
事

務
組
合
に
お
い
て
、
姫
路

市
は
脱
退
の
意
思
あ
り
と

聞
く
。
 

　
姫
路
市
は
、
く
れ
さ
か

環
境
事
務
組
合
に
お
け
る

ゴ
ミ
焼
却
か
ら
脱
退
し
、

本
町
に
は
神
崎
郡
新
ゴ
ミ

処
理
場
建
設
等
に
よ
る
大

規
模
の
財
政
的
影
響
か
ら
、

こ
の
た
び
の
財
政
不
均
衡

に
か
か
る
大
き
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。
 

　
姫
路
市
が
有
す
る
ご
み

処
理
施
設
、
斎
苑
施
設
等

の
能
力
に
は
余
裕
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
姫
路
市

が
構
成
員
で
あ
る
一
部
事

務
組
合
に
つ
い
て
、
姫
路

市
は
そ
の
構
成
員
た
る
地

位
を
継
続
す
る
必
要
性
に

乏
し
い
。
 

　
姫
路
市
の
く
れ
さ
か
環

境
事
務
組
合
か
ら
の
脱
退

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
本

町
に
与
え
る
財
政
的
影
響

の
観
点
か
ら
も
、
脱
退
発

表
前
に
そ
の
情
報
を
把
握

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。 

 　
施
設
の
大
規
模
改
修
に

よ
る
財
政
負
担
の
必
要
性

が
生
じ
た
こ
と
で
、
姫
路

市
か
ら
は
一
部
事
務
組
合

は
解
消
し
た
い
、
福
崎
町

は
存
続
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
ろ
か
ら
協
議
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
姫
路
市
の

立
場
か
ら
す
る
と
次
の
事

由
か
ら
く
れ
さ
か
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
を
更
新
す
る

必
要
性
が
な
い
と
考
え
ら

れ
た
と
捉
え
て
い
る
。

◎
姫
路
市
の
包
括
外
部
監

査
の
指
摘
も
あ
っ
て
、
姫

路
市
が
構
成
員
た
る
一
部

事
務
組
合
の
整
理
、
お
よ

び
分
担
金
の
負
担
を
含
み
、

合
理
的
な
ゴ
ミ
処
理
方
法

を
確
立
す
る
方
針
が
立
て

ら
れ
た
こ
と
。

◎
一
般
廃
棄
物
は
姫
路
市

域
内
処
理
を
原
則
と
す
る

こ
と
。

◎
く
れ
さ
か
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
２
０
１

５
年
に
予
定
し
て
い
た
大

規
模
改
修
費
が
50
億
円
と

試
算
さ
れ
た
が
、
姫
路
市

が
有
す
る
２
か
所
の
ご
み

処
理
施
設
、
エ
コ
パ
ー
ク

あ
ぼ
し
と
市
川
美
化
セ
ン

タ
ー
で
、
市
域
の
ご
み
処

理
が
可
能
で
、
く
れ
さ
か

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
改

修
す
る
必
然
性
が
な
い
こ

と
。

 
 
姫
路
市
の
政
治
決
定

以
降
の
脱
退
白
紙
化
は
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

本
町
は
姫
路
市
に
対
し
て
、

脱
退
発
表
前
に
脱
退
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
何
ら
か

の
動
き
を
実
施
し
た
の
か
。
 

  　
ご
み
処
理
の
継
続
を
求

め
た
が
、
協
議
は
成
り
立

た
な
か
っ
た
。

 
 
姫
路
市
の
姫
路
福
崎

斎
苑
事
務
組
合
か
ら
の
脱

退
に
つ
い
て
、
こ
う
ふ
く

宛
の
経
年
劣
化
が
進
展
す

れ
ば
、
現
実
性
を
帯
び
る

こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
の

見
解
は
ど
う
か
。
 

 

 　
現
実
化
の
恐
れ
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
現
時
点
で
は
、
姫
路
市

か
ら
姫
路
福
崎
斎
苑
事
務

組
合
か
ら
の
脱
退
に
つ
い

て
の
動
き
は
な
い
。

 
　
姫
路
市
の
中
播
衛
生

施
設
事
務
組
合
か
ら
の
脱

退
は
あ
り
得
る
と
し
て
、

姫
路
市
の
脱
退
に
か
か
る

情
報
収
集
に
つ
い
て
の
町

の
考
え
は
ど
う
か
。
 

　
調
査
を
行
わ
な
い
と
す

れ
ば
、
そ
の
事
由
は
。
 

  　
現
時
点
で
は
姫
路
市
か

ら
中
播
衛
生
施
設
事
務
組

合
か
ら
の
脱
退
に
つ
い
て

情
報
を
得
て
お
ら
ず
、
デ

ー
タ
収
集
も
行
っ
て
い
な

い
。

　
中
播
衛
生
施
設
の
大
規

模
改
修
履
歴
か
ら
、
次
回

の
大
規
模
修
理
は
２
０
３

２
年
頃
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
い
て
姫

路
市
に
は
中
播
衛
生
施
設

事
務
組
合
に
参
画
を
願
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
の
協

議
を
進
め
た
い
。

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

本町は姫路市に対して、くれさか環境事務組合における 
ごみ処理脱退発表前に脱退を思いとどまらせる動きを 
行ったのか 

ごみ処理の継続を求めたが、協議は成り立たなかった 
三 輪 一 朝 

一
部
事
務
組
合
 

　
地
方
自
治
法
で
は
、

市
町
村
等
が
行
う
事
務

の
一
部
を
、
複
数
の
市

町
村
等
が
共
同
で
行
う

目
的
で
設
立
で
き
る
一

部
事
務
組
合
の
定
め
が

あ
っ
て
、
本
町
は
事
務

の
目
的
別
に
、
複
数
の

事
務
組
合
の
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
。
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副
町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

住
民
生
活
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

町
長
 

問
 

教
育
長
 

問
 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

国
保
国
保
・
高
齢
者
医
療
問
題

高
齢
者
医
療
問
題
 

国
保
・
高
齢
者
医
療
問
題
 

環
境
問
題

環
境
問
題
の
懸
案
事
項

懸
案
事
項
 

環
境
問
題
の
懸
案
事
項
 

 
 
第
７
次
行
革
案
は
財

政
、
そ
れ
も
住
民
生
活
部

分
に
矮
小
化
さ
れ
て
い
る
。

公
営
企
業
管
理
者
の
廃
止

に
よ
る
減
額
は
一
般
会
計

に
吸
収
せ
ず
上
下
水
会
計

に
残
す
べ
き
だ
。（
料
金
値

上
げ
の
試
算
に
入
っ
て
い
る
） 

 　
基
本
目
標
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
の
実
現
と

し
て
い
る
。

 
 
広
域
行
政
や
民
間
委

託
の
事
業
は
任
せ
き
り
に

せ
ず
、
直
接
行
政
と
同
じ

く
点
検
は
さ
れ
て
い
る
か
。 

 　
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で

の
検
討
は
し
て
い
な
い
。

個
々
に
検
討
し
て
い
く
。

 
 
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
負
担
助
成
廃

止
・
学
校
施
設
等
長
寿
命

化
計
画
の
延
伸
な
ど
教
育

委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
か
。
  　

委
員
会
の
議
題
と
し
た

い
。

 
 
検
討
事
項
で
は
、
人

数
の
少
な
い
障
が
い
者
対

策
の
廃
止
な
ど
弱
者
い
じ

め
に
な
っ
て
い
る
。
 

 　
近
隣
市
町
と
の
比
較
で

適
正
化
す
る
も
の
で
福
祉

の
切
り
捨
て
と
は
考
え
て

い
な
い
。

 
 
ご
み
有
料
化
計
画
の

内
容
は
。
 

 　
行
革
の
一
環
と
し
て
検

討
課
題
。

 
 
給
食
費
の
無
償
化
の

今
後
は
ど
う
進
め
る
の
か
。
 

 　
国
の
動
き
も
出
て
き
て

い
る
と
聞
く
。
中
学
は
継

続
し
て
い
く
。

 
 
随
意
契
約
が
多
く
な

っ
て
い
る
が
契
約
の
原
則

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
 

 　
法
令
や
財
務
規
則
に
基

づ
き
行
っ
て
い
る
。

 
 
１０
月
か
ら
窓
口
負
担

が
２
割
に
な
る
人
が
３
１

０
万
人
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
福
崎
町
で
は
何
人
か
。
 

 　
１
９
０
人
程
。

 
　
令
和
8
年
度
の
保
険

税
負
担
の
予
想
は
。
 

 　
子
ど
も
子
育
て
支
援
金

が
加
入
者
１
人
当
た
り
月

平
均
２
５
０
円
上
乗
せ
に

な
る
。

 
 
福
崎
町
の
国
保
税
は

県
の
参
考
値
ど
お
り
で
中

播
磨
で
最
高
額
。
収
納
率

は
下
か
ら
２
番
目
、
悪
循

環
に
な
っ
て
い
く
。
国
保

税
の
在
り
方
は
よ
く
考
え

て
ほ
し
い
。
 

 　
基
金
の
目
標
額
が
で
き

た
の
で
算
定
に
当
た
っ
て

い
く
。

 
 
県
町
河
川
の
土
砂
堆

積
、
雑
草
繁
茂
が
ひ
ど
く

な
っ
て
い
る
。
高
速
道
の

法
面
な
ど
今
年
の
計
画
は
。
 

 　
県
で
は
長
野
橋
上
流
、

雲
津
川
の
浚
渫
。
町
は
西

谷
川
の
浚
渫
、
七
種
川

J
R
南
の
草
刈
り
を
予
定

し
て
い
る
。
高
速
道
は
年

１
・
２
回
草
刈
り
を
し
て

い
る
が
町
も
迅
速
に
実
施

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

 
 
国
県
道
の
整
備
予
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

 　
甘
地
福
崎
線
、
西
田
原

姫
路
線
、
前
之
庄
市
川
線
、

中
寺
北
条
線
で
改
良
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

 
　
県
道
甘
地
福
崎
線
の

調
停
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

 　
６
回
の
調
停
で
折
り
合

わ
ず
10
月
29
日
で
正
式
に

不
調
と
し
た
い
。

 
 
高
橋
の
不
法
投
棄
へ

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。
 

 　
町
の
抱
え
る
大
き
な
事

案
と
認
識
し
て
い
る
。
改

善
す
る
よ
う
継
続
し
て
指

導
し
て
い
く
。

弱者いじめの行政改革案では 
ないか 

近隣との比較で適正化するもの 

契
約
問
題

契
約
問
題
 

契
約
問
題
 

安
全
安
全
な
街
な
街
づ
く
り
く
り
 

安
全
な
街
づ
く
り
 

技
監
 

住
民
生
活
課
長
 

わ
い
し
ょ
う
か
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編
集
後
記
 

次の定例会は 12月5日 開会予定 次の定例会は 12月5日 開会予定 

　
秋
も
深
ま
り
、
町
の
木
々
が
色

づ
き
、
収
穫
を
終
え
た
田
ん
ぼ
の

風
景
や
地
域
の
秋
祭
り
の
に
ぎ
わ

い
に
、
季
節
の
豊
か
さ
を
感
じ
る

頃
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
は
５
日
か
ら
26
日

ま
で
開
か
れ
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
で
は
４
日
間
に
わ
た
り
活
発

な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和

６
年
度
決
算
審
査
を
通
じ
て
、
町

の
大
切
な
財
源
の
使
い
方
を
検
証

し
、
今
後
の
課
題
や
改
善
点
を
見

つ
め
直
す
こ
と
は
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
効
率
的
で
無
駄

の
な
い
行
政
運
営
を
目
指
す
「
行

財
政
改
革
」
の
視
点
を
持
ち
な
が

ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ

た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
本
号
が
、
議
会
や
町
政
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う

ぞ
心
あ
た
た
ま
る
晩
秋
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

（
中
田
貴
子
）

委 員 長　田 中 康 智  

副委員長　牛 尾 雅 一  

委　　員　牛 尾 成 利  

委　　員　城 谷 英 之  

委　　員　住 谷 庸 子  

委　　員　中 田 貴 子  
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